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絵
島
事
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に
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察 
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ぐ
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て
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絵
島
事
件 

 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
正
月
に
起
き
た
絵
島
事
件
の
概
要
は
こ
う
で
あ
る
。

正
月
十
二
日
、
五
代
将
軍
綱
吉
と
六
代
家
宣
廟
へ
の
参
詣
と
し
て
、
家
宣
第
三

夫
人
月
光
院
の
名
代
を
承
り
、
絵
島
以
下
は
増
上
寺
へ
、
宮
路
以
下
は
寛
永
寺

へ
赴
い
た
。
そ
し
て
そ
の
帰
途
、
し
め
し
合
わ
せ
て
木
挽
町
山
村
座
へ
赴
き
、

桟
敷
で
正
月
興
行
を
観
劇
し
た
。
呉
服
問
屋
後
藤
縫
殿
助
手
代
の
差
配
だ
っ
た
。

観
劇
後
、
座
頭
山
村
長
太
夫
宅
へ
招
か
れ
て
宴
席
が
は
ら
れ
、
生
島
新
五
郎
ら

人
気
役
者
も
よ
ば
れ
て
興
を
添
え
た
。 

 

奥
女
中
が
代
参
の
帰
り
な
ど
密
か
に
観
劇
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
今
回
の
事
は
な
ぜ
か
公
に
事
件
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、
連
座
者
百
五
十
名
に
及
ぶ
一
大
事
件
と
な
っ
た
。
処
罰
は
た
い
へ
ん

厳
し
い
の
も
だ
っ
た
。
死
罪
二
名
、
遠
島
は
表
向
き
九
名
だ
が
、
実
は
四
十
余

名
と
い
い
、
追
放
・
改
易
・
永
の
お
暇
等
が
続
出
し
た
。
拷
問
の
た
め
死
亡
し

た
者
も
い
た
。 

 

処
罰
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
大
奥
粛
正
を
狙
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
か
（
１
）
、
家
宣
正
室
天
英
院
と
月
光
院
の
勢
力
争
い
が
絡
ん
で
い

た
と
か
、
種
々
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
事
件
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い

点
が
多
い
。
な
ぜ
彼
ら
の
観
劇
が
公
に
知
ら
さ
れ
た
か
も
謎
の
一
つ
で
あ
る
。 

二 

『
落
葉
集
』 

 

こ
の
小
論
で
紹
介
す
る
の
も
、
そ
の
事
（
観
劇
を
訴
人
し
た
者
）
に
触
れ
た

史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
今
ま
で
の
絵
島
事
件
の
研
究
調
査
の
中
で
は
扱
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
明
ら
か
に
事
実
と
異
な
る
部
分

を
含
む
の
で
、
事
件
後
数
多
く
生
ま
れ
た
噂
・
風
聞
の
記
録
の
一
つ
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
ど
の
よ
う
な
噂
が
流
布
し
て
い
た
か
知
る
た
め
に

翻
刻
し
て
お
く
。 

 

河
原
役
者
生
島
新
五
郎
と
申
す
者
、
遠
流
に
処
せ
ら
れ
た
る
は
世
の
し
る
処

也
、
是
も
江
島
と
の
常
に
祐
天
寺
へ
参
詣
す
る
と
て
、
祐
天
寺
へ
は
か
ら
籠

ば
か
り
遣
し
、
其
身
は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
身
持
と
も
あ
り
し
を
、
祐
天
和
尚
せ

ま
し
き
事
に
思
さ
れ
、
折
々
は
上
向
へ
も
御
は
な
し
す
へ
し
と
て
し
か
れ
と

も
、
こ
の
事
の
や
ふ
れ
た
る
は
、
祐
天
よ
り
の
事
に
は
あ
ら
す
、
或
時
江
島

例
の
茶
屋
に
参
り
、
新
五
郎
を
始
、
大
ぜ
ひ
の
役
者
共
を
呼
よ
せ
酒
宴
あ
り

し
時
、
御
〆
り
の
為
参
り
た
る
御
広
敷
番
の
頭
も
、
常
々
内
々
お
ほ
く
金
銀
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な
ど
を
得
た
る
こ
と
あ
れ
は
、
江
島
と
の
の
お
供
は
甚
よ
ろ
こ
ひ
居
た
る
か
、

こ
の
時
其
酒
宴
の
席
へ
出
た
る
江
島
と
の
酒
奥
の
上
、
其
方
は
も
と
此
方
な

と
同
席
す
へ
き
も
の
に
は
あ
ら
す
、
と
く
下
り
候
へ
と
申
は
つ
か
し
め
け
れ

は
、
こ
の
番
の
頭
大
に
怒
り
、
河
原
も
の
さ
へ
同
席
め
さ
る
程
の
老
女
な
れ

ば
、
わ
れ
ら
同
席
仕
り
た
り
と
も
、
何
れ
く
る
し
か
る
へ
き
と
、
彼
是
と
あ

ら
そ
ひ
し
は
、
皆
打
う
ら
よ
い
な
た
め
た
り
と
も
、
な
を
い
か
り
や
ま
さ
り

け
ん
、
翌
日
常
々
江
島
と
の
ゝ
身
持
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
事
を
訴
し
候
へ
は
、

や
ふ
れ
た
り
と
そ
、 

  

こ
の
文
章
は
『
落
葉
集
』
第
二
十
六
冊
に
も
あ
る
も
の
で
あ
る
（
内
閣
文
庫

二
一
七
－
二
九
）
。
一
見
し
た
だ
け
で
、
江
島
が
常
に
祐
天
寺
に
参
詣
し
て
い

た
、
と
お
か
し
な
記
述
が
目
に
つ
く
。
当
時
祐
天
上
人
は
増
上
寺
に
住
し
て
い

た
。
祐
天
寺
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
祐
天
没
後
、
弟
子
の
祐
海
が
小

庵
善
久
院
を
も
と
に
創
建
し
（
翌
享
保
四
年
）
師
を
開
山
に
据
え
た
も
の
で
あ

る
。 

 

『
落
葉
集
』
の
文
章
は
、
江
島
の
身
持
ち
の
悪
さ
を
、
祐
天
上
人
は
以
前
か

ら
知
っ
て
た
し
な
め
て
い
た
が
、
観
劇
露
見
は
祐
天
か
ら
で
は
な
く
、
絵
島
と

諍
い
し
た
御
広
敷
番
の
頭
が
訴
え
た
せ
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

絵
島
を
訴
人
し
た
の
が
誰
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
諸
史
料
が
挙
げ
て
い

る
対
象
は
、
概
ね
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
、
参
詣
先
の
僧
侶
の
通
告
、
Ｂ
、

味
方
の
下
級
役
人
の
裏
切
り
、
で
あ
る
。
『
落
葉
集
』
は
こ
の
う
ち
Ａ
を
否
定

し
て
Ｂ
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
三
章
の
分
類
で
は
２
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
と
言
え
る
が
、
更
に
下
級
役
人
と
の
喧
嘩
の
様
子
ま
で
描
い
て
い
る
点

が
他
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
以
下
誰
が
訴
人
し
た
か
と
い
う
点
に
し
ぼ
っ
て
各

史
料
の
差
異
を
考
え
、
祐
天
が
訴
人
し
た
と
い
う
噂
が
本
当
で
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
検
証
し
て
み
た
い
。
（
表
イ
参
照
） 

三 

絵
島
を
訴
人
し
た
者 

 

表
イ
は
絵
島
事
件
に
つ
い
て
触
れ
た
各
史
料
を
、
訴
人
し
た
者
で
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
欄
ｆ
、
ｇ
で
は
文
中
で
露
見
の
理
由
と
し
て
訴
人
者
を
書
い
て

い
る
も
の
は
◎
、
あ
る
説
と
し
て
触
れ
る
に
と
ど
め
て
い
る
も
の
は
○
と
し
て

い
る
。
欄
ｈ
の
型
は
下
の
分
類
に
基
づ
く
。 

 

１ 

参
詣
先
の
僧
侶 

 

「
参
詣
先
の
僧
侶
の
通
告
」
と
は
、
幼
将
軍
家
継
の
乳
人
（
『
三
女
中
御
刑

罰
之
事
略
』
に
よ
る
と
、
御
書
院
番
芦
屋
主
殿
伯
母
）
が
同
月
十
六
日
に
参
詣

に
来
て
方
丈
で
料
理
を
出
し
て
い
る
時
に
、
増
上
寺
の
役
僧
祐
海
が
話
の
つ
い

で
に
絵
島
達
が
十
二
日
に
参
詣
の
折
に
、
方
丈
に
寄
ら
ず
に
本
堂
か
ら
木
挽
町

へ
行
っ
た
こ
と
を
告
げ
、
寺
が
後
難
に
巻
き
込
ま
れ
ぬ
よ
う
、
頼
ん
だ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
乳
母
は
帰
城
後
月
光
院
に
報
告
し
、
御
留
守
居
、
老
中
に
も
達

し
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
説
を
と
る
の
は
、
『
盛
衰
隠
秘
録
』
『
及
聞
秘
録
』
『
江
島
始
末
集
成
』

（
こ
の
三
冊
は
、
或
説
と
し
て
２
説
も
挙
げ
る
。
）
、『
江
島
実
記
』『
一
話
一
言
』

な
ど
で
あ
る
。
『
江
島
実
記
』
は
主
文
で
こ
の
説
を
と
り
な
が
ら
、
罪
人
そ
れ

ぞ
れ
の
罪
状
を
述
べ
た
欄
で
は
、
御
小
人
が
絵
島
と
い
っ
た
ん
共
謀
し
た
後
、

裏
切
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

 

注
意
す
べ
き
事
は
、『
及
聞
秘
録
』『
江
島
実
記
』
の
よ
う
に
、
事
件
に
連
座

し
た
人
々
の
罪
状
が
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
中
の
御
小
人
の
判
決

に
「
罪
は
あ
る
が
翌
日
申
し
出
た
こ
と
に
よ
り
、
軽
く
す
る
」
旨
の
文
が
あ
る

こ
と
な
の
で
あ
る
（
表
イ
で
ｈ
の
欄
が
○
数
字
の
も
の
）
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の

史
料
は
御
小
人
が
訴
人
し
た
の
を
知
り
つ
つ
も
、
僧
侶
説
を
唱
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
特
に
『
及
聞
秘
録
』
は
御
小
人
の
差
し
出
し
た
書
付
の
写
し
ま
で
載
せ

て
い
る
。 
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あ
る
い
は
御
小
人
だ
け
な
ら
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
騒
動
と
な
っ
た

の
は
僧
侶
の
通
告
が
あ
っ
た
せ
い
だ
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
。 

 

２ 

御
小
人
目
付 

 
こ
れ
は
『
伝
奇
作
書
』『
讃
仏
乗
』『
正
徳
江
島
物
語
』『
江
島
騒
動
記
』『
視

聴
草
』、
そ
れ
に
今
回
紹
介
し
た
『
落
葉
集
』
な
ど
が
と
る
説
で
あ
る
（
『
伝
奇

作
書
』『
讃
仏
乗
』
は
同
じ
作
者
に
依
る
も
の
）
。
な
お
『
正
徳
江
島
物
語
』
は

残
念
な
が
ら
写
本
に
は
あ
た
れ
な
か
っ
た
が
、
正
徳
四
年
五
月
の
成
立
で
（
事

件
の
四
ヶ
月
後
）
、
今
回
調
査
し
た
史
料
の
中
で
は
一
番
古
い
成
立
で
あ
る
。 

 

３ 

１
説
と
２
説
両
方
を
肯
定
す
る
説 

 

『
絵
島
罪
断
事
略
』
『
三
女
中
噂
之
事
』
『
墨
海
山
筆
』
『
増
訂
一
話
一
言
』

等
で
あ
る
。 

 

４ 

実
録
し
な
い
も
の 

 

『
三
王
外
記
』『
江
島
始
末
集
成
』『
江
島
一
件
山
村
座
断
絶
記
・
同
中
村
座

諸
用
扣
日
記
』
『
三
朝
逸
事
』
等
で
あ
る
。 

 

『
三
朝
逸
事
』
は
、
訴
人
し
た
者
は
記
録
し
な
い
が
、
絵
島
が
「
隠
れ
も
な

き
派
手
者
」
で
「
増
上
祐
典
は
疾
く
よ
り
「
（
絵
島
局
は
）
参
詣
と
言
っ
て
は

乗
物
だ
け
を
寺
に
着
け
、
自
分
は
す
ぐ
に
役
者
と
会
う
場
所
へ
行
っ
て
い
た
」

と
言
っ
て
い
た
」
と
記
述
す
る
。
祐
典
と
は
祐
天
を
誤
っ
た
も
の
か
、
憚
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
観
劇
が
露
見
し
た
あ
と
、
知
ら
れ
た
事
実
と
し
て

書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
落
葉
集
』
の
記
述
と
近
い
点
が
あ
る
。 

 

祐
典
の
発
言
に
つ
い
て
は
真
偽
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
祐
天
上
人
が
高
名

だ
け
に
事
件
と
結
び
つ
け
ら
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
は
言
え
る
と
思
う
。
『
落
葉

集
』
が
記
す
「
祐
天
上
人
が
訴
人
し
た
」
と
い
う
噂
は
実
際
に
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
噂
で
あ
り
、
事
実
は
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。 

四 

当
時
の
祐
天
上
人
・
そ
の
後
の
祐
天
寺 

 

当
時
祐
天
上
人
は
増
上
寺
法
主
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
高
齢
で
あ
り
（
正
徳

四
年
時
七
十
七
歳
）
、
辞
任
願
い
を
出
し
て
い
た
（
正
徳
三
年
〈
一
七
一
三
〉

十
二
月
（
２
）
）。
そ
の
と
き
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
事
件
の
の
ち
に
再
度

辞
任
願
い
を
出
し
て
受
理
さ
れ
、
六
月
十
九
日
隠
居
し
て
い
る
。
し
か
し
、
祐

天
に
責
任
を
問
う
つ
も
り
が
幕
府
に
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
祐
天
没
後
、
祐
海

に
よ
る
祐
天
寺
建
立
が
新
寺
造
営
禁
止
の
中
で
破
格
の
扱
い
で
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

祐
海
上
人
は
祐
天
の
妹
の
三
男
（
３
）
だ
が
、
幼
少
よ
り
祐
天
上
人
に
随
従
し

て
い
て
信
者
の
奥
女
中
と
の
面
識
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
１
説
の
よ
う
に
家

継
の
乳
母
に
何
事
か
告
げ
ら
れ
る
立
場
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
事
実

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
或
い
は
「
祐
天
が
訴
人
し
た
」
と
い
う

噂
の
も
と
が
「
弟
子
の
祐
海
上
人
が
将
軍
の
乳
母
に
告
げ
た
」
と
い
う
話
で
あ

り
、
変
化
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。 

 

［
註
］ 

（
１
） 

高
木
文
「
江
戸
幕
府
大
奥 

絵
島
の
生
涯
」『
高
木
文
随
筆
』
第
２

巻 

聚
芳
閣
、
大
正
15
年
。 

（
２
） 

藤
本
了
泰
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
山
喜
房
、
昭
和
16
年 

（
３
） 

『
明
顕
山
寺
録
撮
要
』
１
、
祐
天
寺
蔵
。 

（
祐
天
寺
研
究
員
） 

ぐ
ん
し
ょ
（
季
刊
） 

再
刊
第
46
号 
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a 記事名 b 史料名 c 作者 d 成立年代 e 調査した本 
f 僧侶

の通告 

g 下級

役人の

裏切り 

h型 

 盛衰隠秘録  不明 明治 8 年写本、内閣文庫 ◎ ○ 1 

 及聞秘録   写本、内閣文庫  ◎*2  ○*2 ① 

 江島実記  不明 1、写本、国会図書館 

2、『江島生島』（江戸文芸資

料 2、大正 5 年） 

◎ ○ ① 

 絵島始末集成 不明 不明 『高遠の古記録』5（北原通

男編集、高遠文化財保護委員

会発行、昭和 35 年） 

◎ ○ 1 

 落葉集   写本、内閣文庫 ○ ◎ 2 

生島新五郎

流罪の話 

『伝奇作書』下 西沢一鳳 天保 14～嘉

永 4（1843～

1851） 

新群書類従 1  ◎ 2 

江島流罪一

件物語 

『讃仏乗』2 編

下 

西沢一鳳  新群書類従 2  ◎ 2 

 正徳江島物語 不詳 正徳 4 

（1714） 

『江島生島』（江戸文芸資料

2、大正 5 年） 

 ◎ 2 

 江島騒動記  不明 写本、国会図書館  ◎ 2 

絵島物語 視聴草巻 102 宮城成身 天保 1 

（1830）自序 

写本、国会図書館  ◎ ② 

 絵島罪断事略  不明 改訂史籍集覧 16 ◎ ◎ 3 

 三女中噂之事  不明 写本、内閣文庫 ◎ ◎ 3 

三女中御刑

罰之事略 

『墨海山筆』台

15 巻 

 不明 写本、内閣文庫 ◎ ◎ 3 

三女中刑罰

の書付 

『増訂一話一

言』 

大田南畝 安永 8～文政

3 （ 1779 ～

1820） 

『蜀山人全集』4、日本図書

センター、昭和 54 年 

◎ ◎ 3 

 有章院殿御実

記 

  『徳川実紀』国史体系   4 

 三王外記 東武野訊

洋子（伝

太 宰 春

台） 

 写本、国会図書館、中古叢叢

書別本 16 

  4 

 江島始末集成  不明    4 

 月堂見聞集   『近世風俗見聞集』1、2   ④ 

 江島一件山村

座断絶記・同中

村座諸用扣日

記 

 不明 『演劇研究』2（林京平、昭

和 42 年 4 月） 

  ④ 

 窓の須佐美   『温和叢書』7（明治 24 年）   4 

 絵島生島事件

判決「覚」 

 不明（判決後

間もない頃

と、今尾氏推

定） 

「絵島生島事件判決『覚』」

（今尾哲也、『新聞学に関す

る諸問題─長谷川了博士古

希記念論文集─』、日大法学

部新聞研究室、昭和 42 年） 

  ④ 

絵島遠流の

事 

翁草 神沢貞幹 安永 5 

（1776）序 

『日本随筆大成』第 3 期 19

巻、昭和 53 年 

  ④ 

 三朝逸事   写本、国会図書館  ○*3  4 

*1（18 日） *2（第 15 冊に「御小人目付差出書付之コト」とあり、書付の写しあり） *3（祐典。今回の事件についてはナシ） 


